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は　し　が　き

『現代の経営管理I』と題するこの巻では，生産管理とその隣接職能，

人事労務管理，原価管理という経営の内部管理の主要領域についての最新

の理論を展開する．この巻は三つの霜で成りたつ．

第1轟は「生産管理とその隣接聴感」と題する．生産管理とは機械組立

工業を例にとれば，部品の加工・組立に伴う諸種の要求と，生産設備サイ

ドの加工・組立の可能性とを，費用・時間・技術の三つの観点から最適な

組み合わせができるような結合の論理を発見し，その論理を諸種の制約条

件を考察しながら計画化し，かつ統制することである．第1章ではこの生

産管理の論理を叔述した．ところで市場における需要の多様化・個別化な

らびに変化の激しさは生産システムに対して常に高い適応力を求めている。

この状況のもとでは，生産管理とその隣接職能が連携を強化して新素材・

新技術を共有の経営資源として最も効率よく活用する必要がある．この点

を第2葦で展開した．さらに第3章では，FMS（フレキシブル製造システム），

に至る最新の生産技術をとりあげ，生産管理の新しい方向について論じて

いる．

第2霜「人事労務管理」では，アメリカにおける人事労務管理諭の新し

い動向を検討した上で，人事労務管理の現代的方向を展望することを意図

している．人事労務管理とは，経営目標を最も有効に達成するための経営

活動に最適な経営の組織と管理に対して最適な人材を供給するための管理．

であって，最適な経営の組織と管理の存在を前提としている．ここではア

メリカの経営の組織と管理についての最近の変化によって行動科学の成果

が採用された過程を第1章で検討する．ところで，日本における最適な経

営の組織と管理に関しては集団の概念を無視することはできない．そこで

第2章では，アメリカの最新の人事労務管理論といえども，集団に正当な
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位置をあたえていないことを論述する・この二つの章は本巻の刊行が意図

に反してきわめておくれたために，既発表のものを再録した・だが，第3

草は新しい書下しであって，集団の概念をアメリカの人事労務管理におい

て織りこむこころみが行われてきたことを立証し，最近のアメリカの人事

労務管理において集団の概念を織りこむ流れが新しく形成されてきたこと

を述べている・

第3霜「原価管理」も三葦で成りたつ・原価管理は原価の測定と伝達を

通じて経営管理に役立てるための会計情報システムである・企業はその存

廟を容認されている社会に対して経営成績と財政状態を開示するために財

薗諸表を作成するが，その会計情報は原価測定に依存する・第1章は・原

価管理のこの商を叙述した・第2章では，一歩立ち入って業務管理のため

の原価管理の方法としての部門管理，責任会計・標準原価計算について検

討を行った・第3章では，経営者の経営意思決定という観点から原価管理

を位置づけて損益分岐点分析，直接原価計算，資本予算について理論化を

和、，新しい行動科学的展開についての検討を加えた・

本巻の概要は以上のとおりであり，本書によって生産管理とその隣接職

億，人事労務管理，原価管理についての本質と新しい動向について知識を

加えることを読者に望みたい・

昭和58年3月
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